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し、平成 13 年 4 月に長崎大学大学院歯学研究科(口腔外科学第二講座)に入学後、現在
に至っている。 
在学中、選択必修科目の主科目 (口腔腫瘍学特論) と副科目 (口腔細胞生物学特論) 
並びに選択科目 5科目を履修し、合計 32 単位を修得した。所定単位修得後、学位論文
の基礎となる研究要旨及び経過を平成 16年 11 月 12 日に歯学研究科学位申請委員会が
主催した研究経過報告会で「骨膜再生の実験的検討」の演題で発表を行った。また語
学試験 (英語・ドイツ語) には平成 17 年 2 月 18 日に合格した。 
学位論文の主論文として、"Experimental Study on Healing of Periosteal Defects in 
Mouse Cranium（マウス頭蓋における骨膜欠損部の治癒に関する実験的研究" (Oral 
Medicine and Pathology, in press) を歯学研究科長に提出し、歯学研究科に博士 (歯学) の
学位申請を行った。歯学研究科教授会は、これを平成 17 年 5 月 18 日の定例委員会に
付議し、論文の要旨ならびに申請の資格等を検討した結果、受理して差し支えないも
のと認めたので、上記 3名の審査委員を選定した。3名の審査委員は共同で論文の内容




























士 (歯学) の学位論文に値するものと認め、合格と判定した。 
 
